
９

病
院
事
業
一
般
会
計
出
資
債
同
意
等
額
は
、
平
成
二
十
年
度
繰
出

基
準
に
該
当
す
る
も
の
の
う
ち
医
療
法
第
三
十
一
条
に
規
定
す
る
公

的
医
療
機
関
の
再
編
等
に
伴
う
建
設
又
は
改
良
に
要
す
る
経
費
で
あ

つ
て
通
常
の
建
設
又
は
改
良
に
要
す
る
部
分
を
超
え
る
も
の
に
充
て

る
た
め
平
成
二
十
年
度
に
お
い
て
発
行
に
つ
い
て
同
意
又
は
許
可
を

得
た
地
方
債
の
額
（
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数

を
四
捨
五
入
す
る
。）
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
地
方
団
体

が
組
織
す
る
組
合
に
係
る
当
該
地
方
債
の
同
意
等
額
は
、
当
該
同
意

等
額
を
当
該
組
合
を
構
成
す
る
地
方
団
体
の
長
が
協
議
し
て
定
め
、

総
務
大
臣
が
承
認
し
た
率
（
協
議
が
成
立
し
な
い
と
き
は
、
総
務
大

臣
が
定
め
る
率
）
に
よ
り
あ
ん
分
し
た
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
団

体
の
同
意
等
額
と
み
な
す
。

10

救
急
告
示
病
院
数
は
、
前
年
の
三
月
三
十
一
日
に
お
け
る
救
急
病

院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
二
条

の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
都
道
府
県
の
経
営
す
る
病
院
（
当
該
都

道
府
県
が
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
設
立

団
体
で
あ
る
同
法
第
八
十
一
条
の
公
営
企
業
型
地
方
独
立
行
政
法
人

の
経
営
す
る
も
の
を
含
む
。）の
数
と
す
る
。

11

救
急
告
示
病
床
数
は
、
前
年
の
三
月
三
十
一
日
に
お
け
る
前
項
に

規
定
す
る
病
院
の
病
床
の
数
（
そ
の
数
が
三
十
を
超
え
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
三
十
）
を
合
算
し
た
数
と
す
る
。

算
式Ｂ
×

6•
2
2＋
Ｃ
×

9•
2
1＋
Ｄ
×

1
2•
1
9＋
Ｅ
×

1
2•
1
9＋
Ｆ
×

1
5•
1
8＋

Ｇ
×

1
5•
1
8＋
Ｈ
×

1
7•
2
3＋
Ｉ
×

1
7•
2
3＋
Ｊ
×

3
7•
6
5＋
Ｋ
×

1
5•
0
6

＋
Ｌ
×
2
7•
4
8＋
Ｍ
×
2
7•
4
8＋
Ｎ
×
2
3•
3
4＋
Ｏ
×
2
3•
3
4

Ａ

算
式

１
4
1¶
1
0
0×
Ａ
×
ef
2
1
2×
Ａ
＋
4
7¶
8
6
0×
Ｂ
＋
3
1
9×
Ｃ
gh

算
式
の
符
号

Ａ
測
定
単
位
の
数
値

Ｂ
当
該
市
町
村
に
お
け
る
「
第
6
2回
被
保
護
者
全
国
一
斉
調
査
及

び
第
5
6回
医
療
扶
助
実
態
調
査
」
に
よ
つ
て
厚
生
労
働
省
に
報
告

さ
れ
た
「
第
５
表
教
育
扶
助
受
給
人
員
」
の
う
ち
小
学
校
に
係
る

数

Ｃ
当
該
市
町
村
に
お
け
る
「
平
成
2
0年
度
学
校
給
食
実
施
状
況
等

調
査
」
に
よ
つ
て
文
部
科
学
省
に
報
告
さ
れ
た
「
学
校
給
食
実
施

状
況
調
査
総
括
票
」
の
表
側
「
小
学
校
完
全
給
食
」、
表
頭
「
学

校
給
食
実
施
人
員
児
童
・
生
徒
・
幼
児
数
公
立
」
欄
の
数
、

表
側
「
小
学
校

補
食
給
食
」、
表
頭
「
学
校
給
食
実
施
人
員

児
童
・
生
徒
・
幼
児
数
公
立
」
欄
の
数
及
び
表
側
「
小
学
校

ミ
ル
ク
給
食
」、
表
頭
「
学
校
給
食
実
施
人
員

児
童
・
生
徒
・

幼
児
数
公
立
」
欄
の
数
を
合
算
し
た
数

第
九
条
第
一
項
の
表
市
町
村
の
項
第
九
号
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

九

保
健

衛
生
費

人
口

１

密
度
補
正
Ò
に
用
い
る
密
度
は
、
診
療
所
の
数
に
一
、
五
九
一
・

九
を
、
診
療
所
病
床
数
に
六
六
・
六
を
、
簡
易
水
道
等
給
水
人
口
に

一
・
一
〇
を
、
簡
易
水
道
事
業
債
元
利
償
還
金
に
〇
・
二
二
を
、
平

成
十
二
年
度
に
発
行
を
許
可
さ
れ
た
簡
易
水
道
事
業
債
の
額
（
以
下

こ
の
表
に
お
い
て
「
簡
易
水
道
事
業
債
許
可
額
」
と
い
う
。）に
〇
・

〇
一
〇
九
九
を
、
平
成
十
三
年
度
簡
易
水
道
事
業
債
許
可
額
に
〇
・

〇
一
一
六
六
を
、
平
成
十
四
年
度
簡
易
水
道
事
業
債
許
可
額
に
〇
・

〇
一
〇
〇
九
を
、
平
成
十
五
年
度
簡
易
水
道
事
業
債
許
可
額
に
〇
・

平成™˜年�月™Ÿ日 火曜日 (号外第˜œ�号)官 報
で
の
各
年
度
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
号
18
中
「
市
町
村
税
課
税
状
況
調
」
の
下
に「（
国
保
関
係
）」を
加
え
、
同
号
18

を
同
号
21
と
し
、
同
号
17
中
「
市
町
村
税
課
税
状
況
調
」
の
下
に「（
国
保
関
係
）」を
加
え
、
同
号
17
を
同
号
20
と
し
、

同
号
16
中
「
市
町
村
税
課
税
状
況
調
」
の
下
に「（
国
保
関
係
）」を
加
え
、
同
号
16
を
同
号
19
と
し
、
同
号
15
中
「
市
町

村
税
課
税
状
況
等
の
調
（
以
下
「
市
町
村
税
課
税
状
況
調
」
と
い
う
。）」
を
「
市
町
村
税
課
税
状
況
等
の
調
（
国
民
健

康
保
険
税
関
係
）（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
市
町
村
税
課
税
状
況
調
（
国
保
関
係
）」と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
号
15
を

同
号
18
と
し
、
同
号
14
中
「0•

6
3
8

」
を
「0•

6
1
8

」
に
、「0•

5
6
1

」
を
「0•

5
3
3

」
に
、「1•

6
8

」
を
「1•

6
9

」
に
、「0•

8
1

」

を
「0•

8
0

」
に
、「1

0¶
5
5
4

」
を
「1

0¶
7
4
6

」
に
、「9¶

2
7
6

」
を
「9¶

2
7
4

」
に
、「0•

1
5
6

」
を
「0•

1
5
7」
に
、「

1
1¶
4
0
0

」
を

「1
1¶
3
0
0

」
に
、「平

成
1
8年
度
国
民
健
康
保
険
療
養
給
付
費
等
負
担
（
補
助
）
金

」
を
「平

成
1
9年
度
国
民
健
康
保
険

療
養
給
付
費
等
負
担
（
補
助
）
金

」
に
、「平

成
1
9年
５
月

1
1日
付
け
保
国
発
第

0
5
1
1
0
0
1号

」
を
「平

成
2
0年
６
月
５

日
付
け
保
国
発
第
0
6
0
5
5
1号

」
に
、「平

成
1
8年
度
事
業
実
績
報
告

」
を
「平

成
1
9年
度
事
業
実
績
報
告

」
に
、「平

成
1
8

年
度
療
養
給
付
費
（
老
人
・
介
護
）
負
担
（
補
助
）
金

」
を
「平

成
1
9年
度
療
養
給
付
費
（
老
人
・
介
護
）
負
担
（
補

助
）
金

」
に
、「平

成
1
8年
度
単
年
度
分
）［
4
1］」を

「
平
成
1
9年
度
単
年
度
分
）［
4
1］

」に
、「平

成
1
8年
度
退
職
医
療
交
付

金

」
を
「平

成
1
9年
度
退
職
医
療
交
付
金

」
に
改
め
、「（（

ａ
＋
ｂ
）
×
ｅ
）

」
を
削
り
、「介

護
納
付
金
概
算
介
護
納
付

金
の
額
（
平
成
1
8年
度
単
年
度
分
）［
4
9］

」を
「介

護
納
付
金
合
計
［
5
1］

」に
、「平

成
1
6年
度

」
を
「平

成
1
7年
度

」に
、

「0•
9
6
4
8
8
9
6

」
を
「0•

9
4
8
1
9
9
4
8

」
に
改
め
、
同
号
14
を
同
号
17
と
し
、
同
号
13
中
「
上
水
道
一
般
会
計
出
資
債
」
を

「
平
成
十
一
年
度
か
ら
平
成
二
十
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
上
水
道
一
般
会
計
出
資
債
」
に
、「
平
成
十
九
年
度
」を「
平

成
二
十
年
度
」
に
改
め
、
同
号
13
を
同
号
16
と
し
、
同
号
９
か
ら
同
号
12
ま
で
を
同
号
12
か
ら
同
号
15
ま
で
と
し
、
同

号
８
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
九
条
第
一
項
の
表
都
道
府
県
の
項
第
七
号
１
中「

3•
8
0
4」

を「
3•
7
0
3」

に
、

「
1
3•
0
2
0」

を「
1
3•
1
8
8」

に
改
め
、

同
項
第
八
号
３
中「

0•
0
2
8
7」

を「
0•
0
2
9
2」

に
、

「
0•
0
0
9
3」

を「
0•
0
0
9
4」

に
、

「
1
2•
3
1
3
9」

を「
1
2•
5
4
8
1」

に
改
め
、

同
号
７
中「

0•
0
2
3
5」

を「
0•
0
2
1
8」

に
、

「
0•
0
1
5
0」

を「
0•
0
1
3
9」

に
、

「
0•
0
0
2
1」

を「
0•
0
0
2
0」

に
改
め
、
同
項
第

九
号
１
中
「
六
〇
・
四
一
三
」
を
「
六
一
・
八
八
九
」
に
、「
二
、
七
〇
二
・
七
」
を
「
二
、
七
六
八
・
七
」
に
、「
三
一

八
・
〇
」
を
「
三
二
五
・
七
」
に
改
め
、
同
号
２
中「

1
0
1•
8
2
5」

を「
1
0
5•
3
7
9」

に
改
め
、
同
表
市
町
村
の
項
第
一

号
中「

7
5
3」

を「
7
2
6」

に
改
め
、
同
項
第
二
号
算
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
の
表
市
町
村
の
項
第
三
号
中
、「

７Ã
ｎ
＝
5
3

」
を
「

７Ã
ｎ
＝
5
4

」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
１
中
「
一
四
五
・
〇
八
」

を
「
一
三
九
・
〇
五
」
に
改
め
、
同
号
４
算
式
及
び
算
式
の
符
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
の
表
市
町
村
の
項
第
五
号
中
「
一
四
五
・
〇
八
」
を
「
一
三
九
・
〇
五
」
に
、「
一
五
七
・
四
〇
」
を

「
一
四
九
・
二
二
」
に
、

「
3
9¶
6
0
0」

を「
4
1¶
1
0
0」

に
、

「
3
6¶
5
0
0」

を「
3
8¶
3
0
0」

に
、

「
2
1
3」

を「
2
1
2」

に
、

「
5
9
8」

を「
6
2
8」

に
、

「
4
7¶
5
3
6」

を「
4
7¶
8
6
0」

に
、

「
6
9¶
2
7
4」

を「
7
2¶
7
2
4」

に
、

「
3
2
2」

を「
3
1
9」

に
、

「
4
0
7」

を「
4
3
1」

に
改
め
、
同
項
第
六
号
中「

7
6
5」

を「
7
6
3」

に
、

「
2
8
0」

を「
2
8
2」

に
、

「
4
6」

を「
4
3」

に
、

「
Ｅ
×
1
7
1＋
Ｆ
×
1
7
1

＋
Ｇ
×
6
8」

を「
Ｅ
×
1
6
9＋
Ｆ
×
1
6
8＋
Ｇ
×
6
5」

に
、

「
1
2
0」

を「
1
1
6」

に
、

「
1
4
1」

を「
1
3
5」

に
、

「
7
7」

を「
6
8」

に
、

「
1
1
9」

を「
1
0
8」

に
、

「
1
3
8」

を「
1
2
9」

に
、

「
4•
5」

を「
5•
0」

に
改
め
、
同
項
第
七
号
１
中「

1•
0
1
4」

を

「
1•
0
2
9」

に
、

「
0•
9
9
0」

を「
0•
9
8
8」

に
、

「
被
生
活
保
護
者
数
」

を「
被
生
活
保
護
者
等
の
数
」

に
、

「
被
生
活
保
護
者

の
実
数
」

を「
被
生
活
保
護
者
等
の
実
数
」

に
改
め
、

「（
出
産
扶
助
、
生
業
扶
助
及
び
葬
祭
扶
助
を
受
け
た
者
の
数
を

除
く
。）」

を
削
り
、

「
被
生
活
保
護
者
の
う
ち
生
活
扶
助
」

を「
被
生
活
保
護
者
等
の
う
ち
生
活
扶
助
等
」

に
改
め
、
同

号
２
中
「
被
生
活
保
護
者
数
」
を
「
被
生
活
保
護
者
等
の
数
」
に
改
め
、「
葬
祭
扶
助
を
受
け
た
者
」
の
下
に
「
並
び
に

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
つ
て
当
該
市

か
ら
生
活
支
援
給
付
、
住
宅
支
援
給
付
、
医
療
支
援
給
付
、
介
護
支
援
給
付
、
出
産
支
援
給
付
、
生
業
支
援
給
付
及
び

葬
祭
支
援
給
付
を
受
け
た
者
」
を
加
え
、
同
号
３
中
「
被
生
活
保
護
者
の
実
数
」
を
「
被
生
活
保
護
者
等
の
実
数
」
に

改
め
、
同
号
５
中
「
被
生
活
保
護
者
の
う
ち
生
活
扶
助
」
を
「
被
生
活
保
護
者
等
の
う
ち
生
活
扶
助
等
」
に
改
め
、「
に

よ
つ
て
生
活
扶
助
を
受
け
た
者
」
の
下
に
「
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立

の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
つ
て
生
活
支
援
給
付
を
受
け
た
者
」
を
加
え
、
同
項
第
八
号
１
中「

1•
0
5
6」

を

「
1•
0
5
5」

に
、

「
1
1
8¶
2
2
7」

を「
1
2
1¶
5
4
6」

に
、

「
0•
7
0
3」

を「
0•
6
8
8」

に
、

「
1•
1
5
7」

を「
1•
1
4
0」

に
改
め
、
同
号
２

中
「
平
成
二
十
年
」
を
「
平
成
二
十
一
年
」
に
改
め
、
同
号
７
中
「
平
成
十
八
年
度
」
を
「
平
成
十
九
年
度
」に
改
め
、

同
号
８
中「「
旧
法
施
設
支
援
費
利
用
者
（
通
所
）」の
「
総
計
」」の
下
に
、「
並
び
に
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
種
類
別
の
利

用
状
況
」
の
「
共
同
生
活
介
護
」
の
「
総
計
」
及
び
「
共
同
生
活
援
助
」
の
「
総
計
」」を
加
え
る
。
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